
（１）事業創設の背景 

（２）事業の仕組み 

（３）主な事業内容               総事業費２２０億円（10 年間) 

分  野 事  業  名 概   要 

森林整備 
【農林水産部】 

（113 億円） 

人工林整備事業 
林道から遠い奥地や公道・河川沿い

の間伐 (15,000ha)

森林整備技術者養成事業 技能講習、実地研修等 

里山林整備 
【農林水産部】 

（24 億円） 

里山林再生整備事業 
除間伐等の整備と簡易防災施設の

設置 (63 箇所)

身近な里山林整備事業 
地域住民、団体等によるモデル的整

備や放置された里山林の整備

(129 箇所)

都市緑化 
【建設部】 

（60 億円） 
都市緑化推進事業 

・市街化区域等の民有樹林地の市町

村有地化及び緑地整備等 

・民有地の敷地又は屋上、壁面等の

緑化 

・公共施設の沿道等の街路樹の植え

替え等 

・県民参加の都市緑化活動 

(2,049 件)(

環境活動等推進
【環境部】（6億円）

環境活動・学習推進事業 
多様な主体による環境保全・環境学

習活動 (900 件)

普及啓発等 
【農林水産部】 

（17 億円） 

木の香る学校づくり推進事業
公立小中学校における県産木材製

の机・椅子等の導入 

愛知県産木材利活用推進事業
間伐材の搬出促進や公共施設にお

ける木製ベンチの導入 

（設置目的） 
・ あいち森と緑づくり事業の透明性の確保
・ あいち森と緑づくり基金の適正な運用
・ あいち森と緑づくり事業の効果的な推進

（所掌事務） 
次の事項について意見を述べること 

・ あいち森と緑づくり事業の計画に関すること
・ あいち森と緑づくり事業の進捗、実績の評価に関すること
・ その他、あいち森と緑づくり事業の推進に関すること

（委員の構成） 
・ １０人以内で組織
・ 任期は２年

（委員会の開催） 
・ 毎年度３・４回程度 
・ 原則、公開で開催

○ 森と緑は、環境保全や災害防止等の様々な働きを通じて、私たちの安心、
安全で快適な暮らしを支えている

○ 森林・里山林の手入れ不足や都市の緑の減少により、その働きが衰えてし
まうことが心配されている

森と緑の公益的機能の発揮 

森と緑を県民共有の財産として皆で支える 

山から街まで緑豊かな愛知の実現

森と緑づくりのための新たな施策
（あいち森と緑づくり事業）

既存の森と緑づくり施策の推進
(森林整備事業、都市公園整備事業等) ＋

検討
意見

事業実施

あいち森と緑づくり事業
森林（人工林）の再生
里山林の保全・活用
都市の緑の保全・創出

あいち森と緑づくり委員会
（有識者・活動団体代表・公募委員）

＜透明性の確保＞ 

＜県民意見反映＞

あいち森と緑づくり税
《あいち森と緑づくり税条例》

＜広く県民全体で支える＞ 

積立 受入

寄 附 金 

あいち森と緑づくり基金 
《あいち森と緑づくり基金条例》

＜使途の明確化＞ 

個 人
年額５００円

法 人
県民税均等割額の５％

趣旨に賛同する
県民や企業等

あいち森と緑づくり事業の概要について 資料１ 

＜平成３０年度スケジュール（案）＞

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
○ ○ ○
第１回 第２回 第３回

安心、安全の表記について、順番は安全、安心とすること。委員会で意見があった。


